	介助派遣事業：NPO法人らいと
障碍者の生活にとって介助を受けることは生活の基本となります。ＣＩＬ下関では「介助派遣事業所ＮＰＯ法人らいと」を設立し地域の障碍者への介助派遣を行っています。

主なサービス
移動介助………公共交通機関を利用して通学や通院、買い物などの介
　　　　　　　　　　　助を行います。
また、社会参加や余暇活動、買い物等で身体介助または行動援助が必要な方への移動に関する支援を行ないます。
身体介護………食事介助・衣服の着替え・入浴・排泄介助など,身体に関する支援を行ないます。

重度訪問介護…調理・洗濯・掃除・買い物、食事介助・衣服の着替え、　　　　　　　　　　　入浴・排泄介助など
移送サービス…会員の方に限定して、リフトやスロープ車両を利用しての移送に関する支援を行ないます。

３６５日×２４時間のサービスを行っていますが、各種サービスのお申し込みは基本的に２日前までとさせていただいております。
＊らいとのサービスをご利用いただくには市町村の発行する障害者自立支援法に基づく受給者証が必要です。


	重度訪問介護従事者養成研修
地域福祉を担う社会資源の人材を育成するため重度訪問介護ヘルパー養成講座を毎月開催しています。全講座終了後認定書を交付します。
・講義10時間・現場実習10時間の受講が必要です。
・講義分受講費用として10,000円を申し受けます。
・遠方から受講される方には宿泊施設があります。（一泊１０００円）


	ILP（自立生活プログラム）
自立生活プログラム（ＩＬＰ）とは、障碍者が自立生活に必要な技術を学ぶ場です。「障碍者自身が力をつけていく場」で、その対象者の目標によって、プログラムの内容は決定しますが「介助者との関係」や「制度を使いこなす」、「指示を出して好きな料理を作る」、「金銭管理」など、自立生活に必要なさまざまことがプログラムとして提供されます。
　自立生活プログラムでは、その人ひとりひとりにあったやり方で行う「個別ILP」とグループで自立生活について考え実践してみる「グループILP」があります。
　CIL下関では、主に「個別ILP」に力をいれ、一人一人のやりたいこと・行きたい所に着目し、以下のことを取り入れながら自立している人と一緒に考え、失敗を繰り返しながら実践を通して身につけていきます。
◇移　　　動
　アクセシブルな交通機関、または交通手段についての案内や乗用車の改造、また公共バスや電車の割引きなどについての情報
◇住　　　宅
　アクセシブルな住宅についての情報提供。借家手続きの援助。補助金やローンの取得。家主との関係。改築や室内設備の改善。その他の改善。
◇介助者雇用に関するサービス
　介助者の募集、雇用、訓練、管理についての援助。
◇生活資金
　年金、手当などについての情報と金銭管理。
◇法律相談
　権利、法律、法的サービスについての情報提供。
◇教　　　育
　さまざまな教育機関についての情報提供。
◇生活設計
　職探しの技術、職業紹介サービス、大学入学に必要な資格、施設や機関への入所、などについての情報提供。
◇健　　　康
　医療サービス、個々の障害に関する医療ニーズ、地域の病院や保健所などについての情報提供。


	ピア･カウンセリング

　CIL下関では現在６人のピア・カウンセラーがおり、実務の中で様々な支援に当たっています。これから下関独自のピアカン講座を開催し、たくさんの仲間を増やしていこうと考えています。
　日常で困ったり悩んだりしても一人じゃない。一緒に考えて、生きよう！！
１．ピア・カウンセリングって？
障害を持つことで培ってきた力を生かし、“障碍を持つ者こそが障碍者に対する専門家”という考えに基づいて、ピア（仲間同士で）話を聞き合うことをピア・カウンセリングといいます。
　ピア・カウンセリングの目的は自分や相手を認め合い、自己信頼を深め、自分の本来持っているパワーに気づき、自立生活を自分で築いていけるきっかけとなることです。
２．ピア・カウンセリングを通して提供できるものとして…
 精神的サポート
　◇自己信頼の回復
   （自分のやりたいことは何でもできる!!　自分の決定権は自分にある！！等）
　◇家族との関係の修復
　◇性や、セクシャリティについての悩みに対するサポート
　◇介助者のマネージメント
　◇その他、自立生活していく上での人間関係等全般について
　ピア・カウンセリングでは普段私たちが生活する上で様々な壁や抑圧を受ける時、その問題をピア・カウンセラーに打ち明けるとともに、自分自身で解決していけるような力を養っていきます。



